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検索の質を振
り返る

反転学習にも！



Teamsの課題を作成

新しい課題をおして、
課題の設定画面から
添付もしくは
学習アクセラレーターを押して、
検索の練習を選択します。



最小のソース

説明

リフレクション

検索の練習の設定

課題にたどり着くために必要だと思ったサイトを選べ
る数です。

ソースに選んだ理由を書くところです。

検索してみて、どのような学びがあったか
自分自身で振り返りを書くところです。

設定が終わったら次へを押します。



チーム名

あとは、その他の課題と
同じように、
通知の投稿先や期限、課題
を出すチーム、だれに課題
を出すか、点数やルーブリ
ックなどを追加し、割り当
てます。

課題として割り当てる。



学習者画面

投稿欄にある課題をクリックすると
このような課題画面に行きます。
自分の作業の中の
検索の練習をクリックします。



学習者画面 課題作成に必要な検索ワードを入れていきます。
何を検索すればいいのかわからなくならないように
右側には課題が提示されています。

検索ワード
課題



学習者画面
検索の際に、条件を絞って検索することができます。
検索は、日本のものだけを検索してくれるわけではありません。
世界へつながっていきます。
また、ファイルの種類も様々です。
検索の際にキーワードだけでなく、そういった条件でも絞ること
ができることを学べ、練習するためのものです。



学習者画面

名前の通り、ドメインの選択です。
発信元をみることで信頼できるか
どうかの判断材料になります。

例は、日本からのものだけに限定し
ました。すると、検索バーにその条
件が追加されます。



学習者画面

名前の通り、ファイルの種類の
選択です。
インターネット上には、様々なファ
イルで情報が共有されているので
自分が欲しい情報に近いものに絞る
ことができます。

例は、PDFのファイルのサイトのみ検索できるように
なりました。
検索バーにもPDFという条件が追加されています。



学習者画面

検索の記事がいつのものなのか
限定させることができます。
インターネット上には、最新の記事
だけでなく、古い記事も残ったまま
になっています。
最新の情報を知りたい、もしくは
期間を限定したいときなどに
使います。

期間設定しない時には一昨年の記事が一番上にきます
が、検索を試しに昨年にすると、昨年あげられた記事が
一番上にきています。



学習者画面

もっと具体的に検索をしたいとき
に使います。
もちろん、スペースで検索ワードを
増やすことは知っていると思います
が、含まないものを検索するとき
完全に一致するものを検索するとき
に使います。緑の文字を押すと、検
索バーに文字が出てきます。その後
に検索ワードを追加すると、その条
件で検索されます。

例は、文部科学省を含まな
いという条件にしました。
すると、今まで一番上に来
ていた文部科学省の記事は
出てこなくなります。



学習者画面 様々な条件で検索した記事には、条件を与えなくて
もデフォルトで信頼性(ニュースサイトのみ)やドメ
イン、クロール、発信元の場所が出てきます。



学習者画面

ソースの
保存

そして、課題の解決
に必要なソースをみ
つけたら、記事の左
上の+ボタンを押す
と、ソースとして保
存され、右のソース
欄に追加されます。
その下には、なぜそ
のソースを選んだの
か説明の欄がありま
す。(設定した場合)



学習者画面
次へをおすと、検索につ
いての結果、リフレクシ
ョンの記入欄、自分の検
索履歴、ソース(設定して
いればそのソースを選ん
だ説明)を見ることができ
ます。
記入が終わったら完了を
押すと検索の練習を終了
します。あとは、課題機
能と同じく提出ボタンを
おせば、課題として提出
されます。


